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§１．研究成果の概要 

    

本研究の目的は、複雑システムから得られた時系列から数理モデルを構築する技術を 開発

し、Web データ分析・マーケティング・脳科学などに適用して有用性を実証することである。2020 年

度も前年度に引き続き、あるイベントが起きた時刻についてのデータである、イベント時系列データ

の分析技術の開発を進めた。 

脳のように多数の素子が相互作用する複雑システムを考え、複数の素子から測定されたイベント

時系列データから素子間の相互作用 (因果関係) を推定する技術を開発した。   我々は 

Generalized Linear Model for Cross-Correlation (GLMCC) という技術を開発し、推定精度を大幅

に向上させた (Kobayashi et al., Nat Commun 2019)。しかし、提案手法 GLMCC には、いくつか

のパラメータをデータに合わせて調整しなければならないという問題点があった。 

2020 年度には、イベント時系列データから細胞間の相互作用 (シナプス結合) を推定するニュ

ーラルネットワークを開発した。開発技術 CONNECT (COnvolutio-nal Neural Network for 

Estimating synaptic ConnecTivity) は、パラメータを調整しなくても、GLMCC と同程度の推定精度

を実現できることを検証した (Endo, Kobayashi et al., Sci Rep, In press)。 また、データさえあれ

ば、解析技術 (CONNECT, GLMCC) を 手軽に使えるように Web アプリ (https://s-

shinomoto.com/CONNECT)、Python コード (https://github.com/NII-Kobayashi/ GLMCC) を公

開している。 
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